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て νールにも傾斜を付したならば軌道に作用する磁波力を減少

させることができると考えられる。このような辺!iおから， レ ー

ノレを軌IM'I 内側にある程度傾斜させて敷設するブ'ii去を傾斜敷設と

いう。図鉄では，傾斜敷設の際枕木を加工する方法はとらず傾

斜タイプレートを用いる。

車両の111輸タイヤの踏而は， 1111線通過l時の内外側各車輸の回

転距離の差によるス リ ップの滅少，および走行安定を考えて

よの傾斜を付してあるので，敷設レ ールの傾斜はこれと同一
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とすることも考えられるが，災際には IJJl線通過時のレーノレの摩

耗， および111輪タイヤの簡がレ ーノレ頭部の胴より広いため，タ

イヤ踏簡は」ー よりゆるやかな勾配(こうばい)に隊耗しようと
20 

する傾向があることなどを考嫁して，国鉄ではよの傾斜タイ
40 

プレートを{吏周している。

傾斜敷設の利点は (1) レールが111輸の検圧力によって軌間

外方へ傾くのを防止する。 (2) 車輪と ν ーノレ頭部各中心部で接

触するようになれば， 率輸より ν ー ノレへの荷量分布を平等にし，

レー ノレ勝耗をー微ならしめる。 (3) レールに作用するねじれを

小さ くし ， ν ー ノレ内外側応力分布を均等にし，とくに上首都の

局部応力を軽減する。(山本浩)

けいし々りょううんそうじぎょう 軽車両運送事業 道路

運送法(昭和 26 年法律第 183 号)に規定されている道路巡送事

業の 1 つで，他人の需要に応じ， 経111両を使用して有償で旅客

または貨物を迎送する事業をいい， 旅客軽車両運送事業と 貨物

号1 m:台は:1:'011 1 両を一度に言十るので，その長さは:l:'{ lli 1 事の

最端111il計l聞の長さが必要である。この秤の長さを働長といい，

通常 5.5 - 10.0m くらいまで各僚の長さのものがあり，言十霊能

力は 25-51 t くらいまでである。

計量台の主要部分は軌道下に装置され， 重量を表わす指針部

分が軌道の側方に尖 /:B している。また簡易なものとして，働長

を 2.0 m 以下にして ， 1 両の貨11iを前車h と後1計!と別 々に分けて

計重 し ， これを合算して算出する小型のものもあり， 計霊能力

は 15.0 t が普通である。

貨車の傑記荷重 ト γ数(積載重量制限)を超過して過積する こ

とは貨車を(!Jjめ ， また運転上極々の危険を生ずるので，こ のiI!l!

fiiを防止するため， 言十重台はきわめて重裂なものである。 また

荷主から貨物の突重f訓!IJJÈのため使用の申込があるときは，所

定の料金を収受して，その求めに応ずることになっている。

一般に主要駅に設位し，小駅に必要が起れば，この主要駅ま

で1'(1ドを回送することになっている。設置箇所は発送車扱の積

在11線に近接した と ころがよい。

青i'lll台には単線式

と複線式とがあるが，

現在は単線式が多い。

復線式は計 lliする線

と ， 計量しない場合

に通過する総 と 2 線

軽車両運送事業がある。この軽車両は，人力または資力によっ 設けたもので， 単線

て巡行される小巡般具を指すが， 道路迎送車両法 (11百和 26 年法 式は計量しない場合

律第 185 号)に規定する原動機付自転車をも含んでいる。 や後関111通過の場合
1. 計m台(11\線式)

旅客級車両巡送事業は旅客を対象とする事業で，使用する軽 等には， 休み装置を

車両には架合馬車，人力車， 厚生耳1 ， 図民事， そりなどがある。 付 けることになって

貨物;1蚤車両巡送事業は貨物を対象とする事業で，使用する軽 いる。 吾I'm:台の上告ß

車両には荷牛馬車， 荷車， 大八車， リヤカ ー， そりなどがある。

1縫11工河巡送事業は以前は地方長官の所掌事項で，それぞれの

府県令をもって取締っていた。その後道路運送法の施行により

届出制となったが，昭和 28 年同法の改正により周出jj;ijl支は廃

止された。しかし公衆の利[更を阻容する行為の禁止， 法律に違

反したときの事業の停止命令は現在も規定されている。

なお手続上の処恕は， 旅客t陸車両辺送事業に関する事項は都

知事(特別区の区域にかき.る)または市IllJ村長に，貨物軽111両運

送事業に関する事項については都道府県知事にそれぞれ委任さ

れている。(伊佐山隆三)

けいじゅうだい 計重台 (英) track scale }'Vlïで輸送する

貨物のうち木材・鉄材 ・ 機械類 . f.lj迭をしない鉄鉱石 ・ 石炭 ・

砂利得のばら物貨物 1 伯lの重量がとくに重いもの，または澗

(かつ)大品等は，その突霊tlを測定することがむずかしい。鉄

道ではこれらの貨物を貨車に積載したまま ， 線路中に設値した

大型の秤(はかり)にのせて計重し，貨車の自重を差51いて貨物

の央軍五iを訓べる。この線路中に設備した秤を計軍台，または

橋秤と l序ぶ。

連国絡鉄駅 総名 | 区 間l キロ程 単線位別 動力

km 
日暮星 上野線京成上野 . Jj(成成因 61.5 1 !.Il 電 気

抑上級押 上 ・青 砥 5.7 1 " " 
千葉線 京成r，u田沼 ・京成千葉 13.0 " " 
金田I 線 京成高砂 ・ 京成金IlIJ 2.3 判\U! " 

計 82.5 

は ， J早さ 6 mm の納

(しま)鋼板で被い，

雨雪 ・陸芥(じんか

い)の浸入を防ぐよ

うにしてある。

計震台を設位した

紋を計重台線， また

は橋秤線といい，前

述の発送111扱の高生在11 2 計m台(使紛式)

総に近接した，':H入に使罪11な位低がよい。その長さは 1 n寺に計置

する耳I数を留置するだけの長さが計重台の ïìíll去に必裂である。

(村国政人)

けいせいてんでつ 京成電鉄

l 事業者の傾姿

名称京成電鉄株式会社，本社東京都台東区五条IUJ，資本

金 60，000 万円 ， おもなII~築 地方鉄道業のほか一般衆合旅客自

動車運送事業路線 513 km. 鉄道従業員 2，074 人 ， 保有車両電

動客車 103，客車 52 ， }.~Ili 13 雨。

軌間 特， 免許年月日 五E輸開始年月日 営業の樋別

昭術和問I.\.'\，基Sぎ1m 
自明治ヰミl 40 ・ 5 ・ 28 自大正 1 ・ 11 ・ 3

1.372 歪1I1rl'tJ 8 ・ 3 ・ 27 歪 IIH事I 8 ・ 12 ・ 10 旅客

" 明治 40 ・ 5 ・ 28 大正 1 ・ 11 ・ 3 " 軌道を地方鉄道

" 大正 7・ 12 ・ 28 大正 10・ 7 ・ 18 " に変吏許可

" 明治 40・ 5 ・ 28
大疋 1 ・ 11 ・ 3

" " 2 ・ 10 ・ 21
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